











































章表現力向上を目指している。半期のスケジュールを図 1 に示す。さくぶん.org に関す
る活動については学期最初の 2 コマで投稿作文の下書きを行っている（図 1 の 2 コマ
目、3 コマ目に相当）。他大学との投稿スケジュールを調整したうえで、2 回のさくぶ
ん.org の授業はコンピュータ室に移動し、オンライン上で作文やコメントの投稿を行っ





　本実践は、筆者が担当した関東地方の 2 大学 3 クラス（A 大学 28 名× 2 クラス、B
大学 25 名× 1 クラス）において行われた。初年次対象の文章表現クラスで母語話者を




施は 2017 年春学期であった注 1。
2. 2　半期の授業の流れ






学期の最初に書く作文 1 編をさくぶん.org に投稿することとしている。
2. 3　作文テーマ











るため、構想支援法の一つである「マッピング」注 3 の導入が行いやすい。10 分で 30～
40 個の連想語を想起することを目標にマッピングを行い注 4、そこから選んだアイディ
アを使いアウトラインを作る練習を行った。

















を下書きしておくことで、第 1 回のコンピュータ室の作業で①作文投稿 1 篇（600 字～
800 字）と② 3 人の作文へのコメント投稿（400 字程度）を一度に行い、第 2 回目には






感じているかについて質問紙調査を行った。A 大 2 クラス、B 大 1 クラス（計 3 クラ
ス）の学生を対象に授業の 2 回目（プレテスト）と最終回（ポストテスト）に 74 項目
について調査を行った。調査協力者の人数は A 大学がプレ 47 名、ポスト 42 名、B 大









度、であった。各項目につき 5 段階で評価してもらい、3 クラスの平均点を算出した。
3. 2 質問紙調査（コンピテンシー）の分析と考察
　コンピテンシー（授業を通して鍛えられた「知識・技能」）の質問紙調査結果について





























　大福帳とは織田が開発したコメントシートの一種で、A4 両面 1 枚に毎授業のコメン
トが 3～4 行程度、計 15 回（半期）分のコメントが書けるようになったシートである
（織田 1991）。筆者は毎授業の最後 7，8 分程度で書かせており、学生は授業の感想や教
師への質問などを自由に書き込んでいる。本研究では、コンピュータ室を利用したさく
ぶん.org の授業の 1 回目（作文投稿とコメント）と、2 回目（コメントへの返信と掲示
板参加感想）の回に書かれた大福帳のコメントを分析する。分析は、大福帳分析調査に




a. 自己表現、b. 自己理解、c. 自己開示、d. 自己受容、e. 自己成長意欲、f. 他者理解、
g. 相互受容、h. 相互援助、i.「親密さ」の体験、（2）文章表現に関する心理過程として






































































































































　2017 年春セッションでさくぶん.org に参加したのは、国内外の 4 つの大学であった。
担当教員 4 人のうち、関東地方在住の A 先生と筆者とで、さくぶん.org を授業でどの
ように利用方法について相互にインタビューを行った。普段はメールを利用して授業の
打ち合わせを行っているため、対面で授業について話したのは筆者がこの活動に加わっ
た 2012 年の打ち合わせ以来 6 年ぶりだった。本稿で分析対象とするのは、A 先生が筆
者へインタビューした 1 時間 6 分を文字化したものである。インタビュー実施時期は


































































　本研究で対象とした 2017 年度の前期授業では、学生が感じたさくぶん org. の効果と
して、大福帳の記述から a. 自己表現、b. 自己理解、d. 自己受容、e. 自己成長意欲、f. 他
者理解、g. 相互受容、h. 相互援助、i.「親密さ」の体験、j. 文章表現能力の向上、k. 文
章表現活動に対する積極性、l. 文章表現活動の日常への広がり、m. 他者配慮、n. 異文化
への驚き・新鮮さ、の心理過程が見られた。





































1 　2017 年度前期授業の詳しい内容については吉田（2017）でもさくぶん.org 以外
の活動に焦点を当てて実践報告を行っている。





















































（1）さくぶん.org の URL は次のとおりである（http://sakubun.org/）。学習者の作文に
ついては、パスワードを管理者から発行された場合のみ閲覧可となっている。
（2）本研究の質問紙調査結果は、下記の研究成果によるものである。
　科学研究費基盤研究（B）「学習成果に結実するアクティブラーニング型授業のプロ
セスと構造の実証的検討と理論化」（溝上慎一代表： 課題番号 16H03075）
